６　子おろし禁制
公然視された人口　　　農村生活の窮乏に堪えかねて、ともすれば、農村から離脱（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ちょうさん),兆散)）しようとするものがあった

制限　　　　　　　　上に、前表に示すごとく、天災、悪疫が流行し死亡者続出、米価騰貴に農民は家族のふえるのを恐れ、ある方法で密殺することは公然の秘密とされていたが、藩では年貢確保のためには、ふやしてならず、減らしてならず、これを黙認することは人道問題でもあるので、しばしば禁示令を
安政４年（１８５　　出しているが、つぎに掲げるものは「已の３月　日付」のもので、多分安政４丁已年の訓令と思
７）の子おろし禁　　われる。

制令　　　　　　　　一、子おろし候儀者前々より堅御制禁ニ付度々被　仰出も有之之処、間ニ者道ならさる義致し候もの有之趣相聞、不届至極之事ニ候、乍去惣して子を思ふハ生有るもの皆一理ニして、鳥獣さへ子を慈しまさるものハ無之候、人たるもの我子を憎しと思ふものハ有之間敷候得共、中等のものハ何角之失費を厭ひ或者近隣何となく風俗にて、大勢之子供持候ハゝ他の思ハくを憚リ候向も可レ有レ之哉、又中以下之ものハ当日の暮し向にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さしつかふる),差支)なと、右等の訳ニ而無レ拠良からさる仕方を致すにも可有之、然るに近来EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○○),衣食住)を始メEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(すべ),都)而奢美の儀無之様、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きびしき),稠敷)御制度有之村々ニハ締合義定書致し、斯く質素之世の中に相成候上者何程子を育候とも七夜之祝・初節句之歓或ハ嫁入聟取之附合少しも入用相懸リ不申、就中厚　御仁恵之御趣意を以、中以下之もの共難渋少なに相成候様、種々結構御取向被為下候故、定而何れも思当リ候儀可有之、殊豊年も相続候上ハ我子の育たぬと申意味ハ有之間敷処、従来の悪弊染込居申故ニ哉、近来別而非道之振廻致すもの有之之由、申迄ニハ無之候得共、人ハ万物之霊、生あるものの司ニ而人より貴きものハ無之、人之生る事陰陽和合し、天之恵を受、五常之道ニ叶ひ五体之内一ツも欠る事なく天より授給ふを私ニ出生すると思ひ不良儀に候、大罪人たとへ神仏ニ向ひ、家内安全子孫繁栄を祈リ候とも、右等之悪人故、決而感応有之間敷、忽蒙ニ天罸一　死してハ随落之責を免かるへからず、依而以後を改、人倫之正道ニ入候者、自然と天道ニ叶ひ子孫繁昌すへし、且如何成貧苦之中ニ数多出生するとも、夫々天地自然之徳を受出る事故、苦にも不相成、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(すべ),都)而男女ニ不限相応之年令ニ相成稼さへすれハ、壱人之夫食ハ得分くれ候ものニ付、幼少之あひた世話致し候へハEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ゆくゆく),徃々)ハ親の助とも相成人数相増候上ハ其家ハEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もと),素)より村々も自然勢能くEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),耕作)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),ニ手)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○○○),後れなく)先祖江之孝道も相立、繁昌致候様可相成、右此趣我等了簡ニ而申聞候儀と聞取心得違候而ハ以之外之事ニ候、所謂天人を以立しむるところニ而御両国ニ而者
　　　　　　　　　　　御主君之命を請、順々夫々之御役人受継申渡御世話被為下候事故、少し茂おろそかに不承

　　　　　　　　　　　御仁恵之難有を考、以来何れも厳重ニ相守可申、若此余心得違不埓之働致し候ハゝ当人ハ不及申、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たずさわり),携)候医師・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とりあげばば),取揚祖母)并村役人・隣家・組内まて厳科ニ可　　仰付候間、出産之節ハ組内互に世話致し合EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みだり),猥)無之様可致もの也（○傍点は筆者付す）
　　　　　　　　　　　　　　　已　三　月

以上のようなもので、しばしば出された禁令の中には、多児家族に対する救助米を与えること

をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あ),挙)げたものもないではないが、ここに掲げたものは、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じゅん),醇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じゅん),醇)と人道を説いているが、民生的な対応政策は示されておらず、一片の諭告に過ぎない。実効があがったかどうか保証できない。

こうして、別の事例を示すと

天保１１年（１８　　　一百姓ハ誠に働け

４０）ごろの教訓　　　　正直ハ有の儘の看板

書　　　　　　　　　　　主と親ハ無理成物と思へ
　　　　　　　　　　　　下人ハ足羅ぬと知ルへし

　　　　　　　　　　　　手習ハ通用の目の療治

　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(がく),学)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もん),文)は道を知る流案内者

　　　　　　　　　　　　盗人ハ刀のためし者

　　　　　　　　　　　　短気は其身の腹切刀

　　　　　　　　　　　　無慈悲のしわん乏（坊）ハ宝の番人

　　　　　　　　　　　　自慢ハ知恵の行当リ

　　　　　　　　　　　　我慢はこふしの当所

　　　　　　　　　　　　家内喧嘩ハ貧乏の種蒔

　　　　　　　　　　　　家内和順福の神祭り

　　　　　　　　　　　　大酒遊芸ハ末の身不知
　　　　　　　　　　　　博奕ハ毒ヲ知テ如呑毒

　　　　　　　　　　　　不忠不孝ハ人面EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(けだもの),獣物)
　　　　　　　　　　　　小食ハ長生ノEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(した),下)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じ),路)
　　　　　　　　　　　　大食ハ命の取越し

　　　　　　　　　　　　掟にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(お),於)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じよ),治余)火ニ於治余、分別無物に於治余、恩ヲ忘流事EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(な),難)かれ

　　　　　　　　　　　　　庚　二月六日　　　　　　嘉蔵

これは年号不明であるが、多分天保１１年ごろの寺子屋で学習させるための教訓書であろうと思われる。藩が流したものか、寺子屋師匠が作ったものか、いずれにしてもこの時代の農民精神教育のありかたをうかがう資料であり、彼等の日常生活態度を規制したもので、衣食住の簡素化も、このような精神から訓示されていたものであろう。
